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経済学研究第32巻第l号 141 (141) 

基本年金制度について

今泉佐久

はじめに

先進諸国に共通に見られる現象として， 人口構造の老齢化がある。これ

は，例えば，総人口に対する (65歳以上の)老年人口の比率が上昇すること

である。わが国についても例外ではなく， 人口老齢化は着実に進行してい

る。日本の人口老齢化の特徴は，①老齢化の程度が大きいこと，②老齢化の

速度が早いこと，の 2点である。①については，老年人口比率の最大値(予

測値)で見ると， 日本 18.81% (2020年)，スウェーデン 16.13%(1990年)， 

英国14.14%(1980年)となっている。②については，老年人口比率の最大

値に至る年平均増加率で見ると， 日本1.93%， スウェーデン0.87克， 英国

1.12%となっている。

このような人口構造の老齢化は，平均余命の伸長，ならびに出生率の減少

によって説明される。他方，人口老齢化によって生じる経済的影響としては，

生産年齢人口に対する老年人口及び年少人口の扶養負担，特に老年人口の扶

養負担が大きくなることがあげられる。老齢者の扶養は，先進諸国では，年

金制度を通じて社会的に行われていると考えられるから，人口構造老齢化が

年金制度に与える影響についての解明が望まれるところである。そこで，本

稿は人口成長率の低下が年金制度に与えるインパグトを分析する。

第1節では，分析のフレーム・ワーグとしてモデルを説明する。第2節で

は従来の財政方式を維持する場合，第3節では年金給付額を従来の水準に維

持する場合についてそれぞれ考察する。なお，本稿で扱われる年金制度は，

拠出が所得比例，給付が定額である。このような年金制度は，ナショナノレ・

ミニマムの保障と所得再分配を重視するとしづ意味を持ち，老齢者の基礎的
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所得を保障するものであるから，基礎年金制度，あるいは基本年金制度と呼

ぶことができょう。

1. モデ、ルと steady-state

本稿のモデ、ルは，人々が若年期(労働期)と老年期(引退期)の 2期間に

わたって生活する，ダイアモンド (P.Diamond)のライフサイグノレ・モデ、ノレ

(文献[2J)を基本としている。 t期の生産は t-l期の個人貯蓄に等しい

資本ストッグ Ktと t期における若年世代の人口に等しい労働力 Ltとによ

って，与えられた生産函数の下で、行われる。生産物は一種類で，資本財とし

ても消費財としても利用できる。失業は存在しなし、。生産終了後，限界生産

力によって分配が決まり，消費及び貯蓄がなされ，かくして t期が終わる。

この経済では，人々はある期(若年期)の期首に生まれ，次期(老年期)

の期末に死亡する。したがって，各期とも若年老年の 2世代が存在している

ことになる。 t期首に生まれた人々を t世代と名づける。その人口を Ltと

する。 t世代はその若年期である t期に労働し，一人当り賃金所得 Wtをt

期の消費と個人貯蓄とに分割する。 t期の個人貯蓄は，t+l期の資本ストッ

ク Kt+1 として t十l期の生産に利用され， t+l期の利子率 rt+l によって

決まる利子を加えて，老年となって引退している t世代のt+l期の消費を

まかなう。 t世代はt+l期末に全員が死亡し，遺産は無い。

このような経済に全国民を対象とする前述のいわゆる基本年金制度を導入

する。年金拠出は若年期の賃金所得の一定割合 C とする。年金の財政方式

に応じて拠出から積立が行われる。完全積立方式であれば拠出の全額が積立

金となり，完全賦課方式であれば積立金はゼロである。積立金は次期の資本

ストッグの一部となり，運用利益を加えたものが全て老年期に年金として給

付される。なお，年金財政は完全積立方式であると仮定する。

いま，この経済の産出が，技術水準一定のコブ・ダグラス型生産函数で示

されると仮定し A:技術水準を示すノミラメーター a:資本分配率とする

と，
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(1-1) t期の産出 Yt= AKt
a L~-a (0く Gく 1)

となる。生産終了後に利用しうる財の量は Yt+Ktで，その分配は

(1-2) Yt+Kt=叫 Lt+(1 + rt)Kt =叫Lt+ (1 + rt)5t-1 

となる。ここで 5t-1 は t-1期の経済全体の貯蓄(=個人貯蓄+積立金)

である。個人貯蓄は[賃金一年金拠出3の一定割合 σであるとすれば，完全

積立方式では年金拠出の全額が積立てられるから，

(1-3) 5t-1 = {σ(l-c)+c}叫ーム 1=ι

である。貯蓄率は

5t
ー
{σ(l-c)+c}wtL 

(1-4) 巴-yt t ={σ(l-c)十c}(l一α)

で一定であるから，sとおく。各世代の人口は一定率で増加し，Lt=(l十g)Lt-1

とすれば， ιfLt=んとおくと，

(1-5) .dkt=k川 -kt=一一三L--h=竺生同-kt(l+g)Lt 
t<t-1+g 

とな叫ん1=古河川。これを解くと同期条件とし仁

同 )kt= (ι)沖。(出)己r
これは経済の成長径路を示す Oくα<1t.3.から limk 一戸生J1~a となる。。

ー →∞
tーは+gゾ

したがって， この経済は無限時間の後に steady-state に到達し， そのとき

ks= (出)丙である

経済が steady-sta teにあるとき，

( oY， 
|=J=aAK;ー=一(1十g)=rs
I "-aι 

(1-7) ¥ 
1 月y， ， ..a ， .1 ¥ (ωt=江戸1-a)Ak;= (l-a)A(丙 .r=Ws 

が成立する。一定の拠出率 Cの下で積立金によってまかなわれる t世代の一

人当たり年金給付額をあとおくと，
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(1-8)炉問(l+r州)= c(l-a)Ak~(l + aAk~~~) 

steady-stateでは

I sA ¥ 1-a r _ a ，_ ， 1 
(1-9)ρt=cWs(l十九)=c(l-a)A( ，U~~ ~r {1 +一(1+g)f =ρ(一定)¥l+gJ l-' s'-''''') 

となって，各世代の一人当たり年金給付額は互いに等しし、。

さて， steady-state に経済があるとき人口成長率が低下すると，我々の基

本年金制度はどのような影響を受けるであろうか。以下において，老齢者の

基礎的所得の保障という制度の主要目的を考えて，給付水準の動向を中心に

検討する。

II. 財政方式の維持

人口成長率の低下について， 次のように仮定しよう。 n+1期の人口成長

率が g'に低下する，すなわち，Ln+1=(1十g')Lnとなり，以後は g'の人

口成長率が続く。他方，人口成長率の低下にかかわらず，年金の財政方式は

完全積立方式が維持されるから，貯蓄率は Sで、変わらなし、。

経済が steady-stateに到達してから n期までは，前述のように，

Kn Sn-1 sYn-1 (2-1) …・=kn-1=kn=一一 一
Ln -(1 + g) Ln-1ー (1+g)Ln-1 

出一一an
 

'HB 
JMR 

一一

である。ところが，n+1期においては，人口成長率の低下のため，

1-1 sYn sA ，. (2-2) ん 1=三土n-t-l 一一一一一=一一'--.k
Ln十1- (1 + g') Ln -1 + g'山 n

となって， 経済はもはや steady-stateにはない。 したがって， この経済は

(s， g)で規定される steady-stateから (s，g')で規定される新しい steady-

stateへと移動して行くことになる。このとき，n-1世代までの受給年金額

は ρであるが n世代のそれは異なる。
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iあい2巴 cwn_.(l十九時l)=cws(l+r.)巴 ρ
(2-3) 
lT鎗 1加 cWn_1(1十rn)=cws(l+rs)=ρ 
lTn出 cwn(l十九十1)山 cw点+rn+1)art
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本節では，人口成長率が器下したときに完全積立方式の下では年金の給付額

Ttがどのように変化するかを検討する。

人口成長率が g'に低下した匁十1揮以降のこの経済の成長窪銘は

(2-4) kt= (会内(品)守叩

=(品)ι{(百円→ 仇だし，同1，叫 ) 

で示山;tEhs=(合) るから，新しい steady-state では k;

=(品)日凶)である。

いま，一般に銘十i期 (i において，

闘い(品)叶(百円i
と議けるから，匁ートi世代 (i二三0)の一人当たり年金給付額は次のようになる。

(2-6) 九+i=ε仇十点什いi+1) 口 c(l-a)Ak:ぷ1+αAk:~)+l)
計十1( 、

I t'" L1 ¥;-二;手 11ム，，'¥ぉτ:;;1 11ム庁¥ai今11

吋 (l-a)At古討 1社主r"p+予(1ザ)町会) f 
pと九の差は

(2-7)日』

したがって，人口 の低下によって，n佐代の…人当たり年金給付額九

st邑ady雌stateにあった n-1役代まで、の戸よりも小さくなることがわか

る。つぎに，ム村と jう肘i+lとの室長をとると，

(2-8) 九十i…ρ絡み付1
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=C(l-a)A(品)刊誌を)可l十4{I+吋が1}

-(百)出{1 + -~. (1 + gl) (誌)勺j

引引(品)凸(百円一(伝子)山

中旬刊誌)勺1一(誌)一
とこで〉

l-(ff子)く0，-i-(l + g') (苦手)
aiや (1-0)(1叫 ai+l)

/エ+g¥
>0.1-(;-ーヮi
，- ¥1十g'!

だから，

(2-10)ρ括判一九+i+1くo ただし.izO) 

〈。

n 世代以降治会世代の…人当たり年金給付額は後代ほど大きい。

さて，

仰)件!?"やi=C(l-a)A(ゐ)守斗吋)}
とおいて，新!日 4尚 steady-stateでの年金給付額 pとρ'を比較してみよう o

いま.g'=g-aとおく。人口成長率が低下することは，立がまの径をと

ることを意味する。住-p')は α の函数として以下のように示される。

山問)円 哨Cκ侍{江山(l-a)ト〕…叩叫α幼山) l ¥1十gJ l ~， S ¥-， <> I J 

(同ヰ弓jJ)f三ιぺ刊語〈も牛{lい1μペ十2{1十gサ)}J 
ここで

倒的(日ち)ヘ(右t-a+凸(古)九
と展開できるから，これを (2-12)に代入すると

(2-1約十戸口c(l …α)A(sA)日(~)日 α 1aa十仕切)(1-2a)-s~¥l旬) s(l-a)a t ua;-~.l;-.1:( )~.l-4U) -~J 
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と議くことができ， ρ-t'は αの2次関数となる。 (2-12') =0とお

いて α にっし くと， 0， ~ニ位ヂゴ空)山被である。 al と

おくと， αが正の銭安とるとき，次の三つに場合を分けることができる。

(1) 誼1::;;:0のとき， ρ-t'>O

(II) 0く引く出のとき，t-jゲ>0

(II1) 0く α三二α1のと2仁 ρ-t'::;;:O

これから直ちに以下のように言える。

(1)および在日のとき， 人口成炎率の低下によって ρ以下に減少したー

り年金額は，持題の経j肢と共に増加するものの，決して従来のρの水

準に後婚できない。 これに対して， (III)のとき， 人口成長率の低下によっ

て減少した一人当たり年金額は，時間の経過と共に増加し，やがて泊水準 ρ

せと上国る令

ところで i埠の経法が当初の steady-詰tateにあるとすれば，

(2-14) al 

一{工十g)S'-l-(1 + g)(1-2a) Yi 
一一一一一一一

一ki-{(1-a)-a}Yi". _¥ K，-(叫ん-r，瓦)v' 一一三(1十計三ぉ…一一子苫了一一(1+g)

…(1十ri)K;-wiL
…-fikj i(1+g) 

と書くことができる。

拐らかに，αIくOというにとはな十r，)KiくwiLi，すなわち，k;<引い2a)A}山
。これはじK が穏対的に乏しく ，Lは結対的に駿篤であるコある

いは4が樹的に小さい3という状認を付と理解できる。このような状
況の下で人口成長率が低下すれば，5 きくなり， し，利子

る。党金讃立方式の年金給付額について誌，賃金導主の上昇によっ

て拠出額すなわち積立金が増加するのだが，他方，利子率の下落の効泉が大
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きく，それらを総合した結果として，P>lゲとなると言えよう。これがケ

ス Zの記述的解釈マある。

α1>0なるとき， (1十r;)lむ>叫ん，すなわち， ki> {(い2a)A}日である。

これは，上述とはちょうど反対の，[Kが相対的に量豊富で，Lは相対的に乏

しいユあるいは，Efが制的に拾しつという状況を示す。このとき，人
ロ成長率の下落によって， fがさらに大きくなり， 利子率の

じる。人口成長率の下落が大(ぽ1く叫であれば，章受金率の上昇によ

って積立金が増加するのだが，これに対する利子家下落の効果が桔対的に大

き七年金給付額について P>〆となる(ケ…ス II)。他方，人口成長察の

下落が小 (0くαくα1)であれば，利守・率の十ド溶の効巣よりも賃金率上昇の効

果が相対的に大きく， ρ<〆となる{ケース III)o

なお，

(山j)Ki:i期の老年世代が糊しうる財の分記
叫ん 鶏の若年松代が利用しうる財の分配

るから，射の世代i笥分配に応じて，的が正あるいは負となる。

IIL 給付額の維持

前節句、の分析によって，人口成長率の低下にもかかわ

方式を維持した場合，少くとも人口成長率低下議後のいくつかの期間にわた

って， 一人当たり年金給付額が jうよりも小さくなることがわかった。 これ

は，老年世代の基礎的所得を保障するという当該制度の際的が逮成されない

ことを意味すると解釈できる。ただし， このためには，yt/んが変動しでも

基礎的所得は一定であるとL、ち挙結化の仮定が必要であるのはぎうまでもな

い。本節では突i祭に給付される年金額を ρの水準に総持する場合セ検討す

る。

前述のように，人口成長持設が低下したとき，拠出率が不変であれば，積立

方式による年金給付額は iうよりも小さくなる。 したがって， 実態に給付す
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る年金額を ρ に維持するためには， 不足分を後代の人々が負担すること，

すなわち，財政方式を完全積立方式から，賦課方式を加味した修正積立方式

へ改めることが必要となる。

n世代が完全積立方式の下で受給できる年金額は， (2-7)で明らかなよう

(3-1)九=cws(l+九+1)くρ

である。したがって，積立方式の下での n世代の給付不足分の合計は

(3-2) (ρ一ρn)Ln={c(l十九)-c(1+rn+1)}ωsLn
であり，これは n十1世代の拠出から調達され，n+1期に消費される。こ

れを n+1世代の賦課負担と名づける。このように，賦課負担が生じたこと

によって，

(3-3) n+1世代の積立金=拠出一賦課負担

=cω肘 1Ln+1一{cws(l十九)-cws(l +rn+1) }Ln 

L cωs(l +rs)-cωs(l +九十1)L. T 

=γ一一一寸日g')五戸了一一JWn+山 +1

仁 ρ一九 L. T 
=1.ιー(1+ g')wn+1JWn+1.L 

となるon十1期の貯蓄率 S1は

(3-4) 

ここで、

[ρ-ρn 
S一個人貯蓄+積立金 ta(l-c)+c-(1干云同二}叫+ム十1
1一 産出 Yn+1 

={ ρ一九 ) σ(l-c)+cー百石両7j(1-G)(1+ g)wn十1)

={σ(l-c)十九+1}(1ーα)

Jρ-仏 1
(3-5) cn+1 =cー{一一一一一一}l(l+g')w叶 1)

であり，これを n+1世代の積立率と名づける。積立率がいかなる値をとる

かによって，年金の財政方式が異なる。積立率=cで、あれば完全積立方式，

積立率=ゼロで、あれば完全賦課方式，両者の中聞がいわゆる修正積立方式で

ある。ところで， ρ>あzであるから c>cn+1 となり，修正積立方式となっ
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ている。また，明らかに n+1期の貯蓄率 S1は S よりも小さL、。したがっ

て，n+2期以降の成長径路は

/ s，A ¥E二五1. / s，A ¥F函φ
(3-6) kt= \l~~~ ，r -tん1\1~~~ ，r -J (t=n+2，..・・)

で示される。

n+2世代については，

f積立方式の下での年金額仏+1=Cn+1W叶 1(1+九十2)

|受給すべき年金額 ρ=C叫 (l+rs)
In+2世代の賦課負担=(ρ一九十1)Ln+1= {cws(l十九)
I -Cn+1ωn+1(l十九+2)}Ln+1 

(3ーηj
、n+2世代の積立金=CWn+2ム1+2一(ρ一九+1)ι+1

_L ρ一九十 l.n T T 

-¥" (l+g')wn+.flAノ川2Ln+2ーしn十2Wn+2Ln+2
n+2期の貯蓄率 S2={σ(l-c)+cn+2}(l-a) 

となる。したがって，n+3期以降の成長径路は

阿 )kt= (品)弘(品)1~~} a
t

-

n

-

2 

(t=n+3，……) 

で示される。以下，同様にして，

n+i世代の賦課負担=(ρ一九+日)L銘打ー1
= {cWs(l + rS)一九十i-1Wn+←1(1+rn+i)}L叶 i-l
n+i世代の積立金=CWn+iLn+iー(ρ一九+i-1)L，山一1

_L ρ一九+iー11... T T 一一一一一一，-l~ (1+ g')ω肘 iJlIVn+山 n+iーしn+i(A，/n+i.L....rn+i

(3-9) ¥ 
1 n+i期の貯蓄率 Si={σ(l-c)+cn+i}(l-a) 

n+i+1期以降の成長径路:

ん=(品)古川品円t-n-i
(t=n+i+1，……) 

と表わされるon世代への年金給付をまかなうために n+1期の年金財政方

式が修正積立方式となったこと， 言い換えるならば C>Cn+1 であることは



基本年金制度について今泉 151 (151) 

すでに示された。 しかし，n+2期以降については未だ明らかではない。以

下この点を考察する。

T-Tn+i (3-9) より Cn+i=Cー←ー-j/n+l二L であるから
(l+g')wn+i 

1 A{ρ肘 i-CT¥(3-10) ACn+i = Cn+i+1一Cn+i=一一-;::;，d( yn:.~-l -Y) l+g'-¥ ωn+i J 

したがって，W(九+i-1一ρ)jWn+iが前期よりも小さくなれば，Cn+iも前世代の

それに比べて小さくなる。~ (1) 

次に，

ρn+ト 1一ρ Cn+i-lωn+i-l(l+ r n+i) cws(l +rs) 
Wn+i Wn+i Wn+i 

(ト11) ル=(品)寸午)(Si;2r.....(訪日(出)l+a++ai-1 

、、‘
l
'
J

g一，
g

十一
1
TI--

/
1
1
¥
 

一日、1
1
'
/民一一+

 

'R 
しだた

と書けるから

(げ(と)α2(と)a
3 

•••••• (~~) a
i

-

2 

(:1) ai-1 (告を(
=Bi 

(3-12) 
(び(ジ (訪日付t叫句i{l+~(l+g)}
=Di 

ただし，

B1=(誌を)¥D1=(市f{l+~(1 叩)}
とおくと，

九+;-1-ρ(DI a 1-1 I ，.，.f¥ 1 
一二一一 =Cn+iーl1Bi+~一(1+ g')} -cDi 

(Al n+t 、 ~t-l

(3-13) Iうn+i一ρ fISi_l¥aVa，ah ， ~"l -一一=cn+d(:土!)B;+一(1+ピHWn十i+1 --. -t¥Si / Si' _. J 

-c(f)aDj(ttf)下弓(l+g)r-a

と書きなおすことができる。したがって，次式を得る。
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/ムー- ーペ一九+i-ρ ム+/-1一ρ(3-14) i1(ー竺二千一一)ーて了一一一ーコァ一一=Hi+Ji十Mj、 日ノn+i .Wn+i+l Wn+i 

しだた

Hi=Cn+i-1Bi{ (在~) (S~~I)N/-!; -1} 
Ji=α(l+g')(包一生止ヰ

(3-15)¥ Si-l J 

Mi=cDi(l-Ni) 

Ni= (S~~lrB~(=Bi+ l) 

いま，Hi，Ji，Mj がそれぞれ負となれば，(3-14)も負となる。 i=lのとき

(3-16) 

旦= 必品1{(恰阿(作附?引)(ゆミ訪)Nイ一仁
Jl=戸=司α州(仕l十ピ)(で一分
M1=cD1(1-N1) 

川=(ミr(~:~)七(ジB:
(3-1)， (3-5)より C>Cn+lであるから，

Jl=α(1 + g')a(l-c)(l-a)竺三くO
(3-17) ¥ ，‘'‘品
I (Cn十1¥(S¥一σ(l-c)cn-t ょんP(~n:r l)( -':'-) =一一一一一一一一一竺土王く1
¥C  /¥SI/ σ(l-c)c+c・Cn+l

したがって，N1討であれば，H1 <0， Jl <0， M1 S:O，すなわち，i1(与ゴi<0 
、wn+l/

が成立する。ところで S>SIであるから，N1討という条件は(狂的
a
二，

¥l+g/ 

すなわち，人口成長率の下落の程度が小さい，ないしは，資本分配率が小さ

いという条件とみてもよし、。

次に，i=jのとき Hj，ん，Mjがそれぞれ負となる，すなわち，

i1(ρn+j-l-ρ¥ 
\r 7J~::j r)く Oが成立したとして，i=j+1のとき Hj十1>Jj+l' M.川がそ

れぞれ負，すなわち A(与dくoが成立することを示す。 i=j+1 のと
、日ノn+i十1I 



き，

(3-18) 
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H什 I=C肘 jBj+l1(年土'i(-?-iN1，=，! -11 
k¥ しn十;/¥";+11 

Jj+l =a(l + g') (セア一切
Mj+1=cDj+l(1-N日)

川+1=(と)aBL1

し、ま， (3-10)から

1 ，(t一一ーペ(3-19) jCn+j=Cn+j+l-Cn+j=l;g' .d~九孟~)<O

であるから

r1i+1=α(l+g')σ(l-c)(1-G)cn+ケl-C叩 <0
'>jょうj+l

(3-20) ~ 
hι~. ..!L =~(1ー仇+何十C肘jC叶内く1
1 cn+j sJ+1 σ(l-c)cn+j十九+jC叶 i+l

さらに

(シ21)明日(とfBi+l=(ご~r(サザ2

153 (153) 

と書くことができるが，これは叫く 0，すなわち，川=(すrB~>l がす

でに成立しているからである。かくして， (3-20)， (3-21)から，Hj+h Jj十h

Mj+1がそれぞれ負であることが導出される。したがって，N1二三1であれば，

/ρn+ド 1一ρ¥
i=l， 2，……について，.d(て了一一)<0が成立する。言し、かえれば，N1二三l

¥ <Nn十

を仮定すれば， w色己二2 は常に前期のそれよりも小さくなる。~ (II) 
LlVn+t 

ー (S¥(l+g¥a 
よって， (1)と(II)から，NI=~;I八百云)訟であれば， r人口成長率

ρ叶 1-ρ
の低下によってら+1 が低下すると， τァーが低下し Cn+2 が低下し，

Mノn十2

ρn+2一ρ
て 7 ーが低下し，Cn+3が低下しH ・H ・」とし、うことが導かれる。すなわち，
Mノn十3

人口成長率が低下したとき，年金の給付額を一定水準に維持すると，積立率
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Cn+iが時間の経過につれ小さくなるから，年金財政に占める賦課方式のウェ

イトが大きくなる。

さて，積立率が時間の経過と共に低下し続けるから， 例えば n+i期に

ら+i三二Oとなる。 これは n+i世代の賦課負担額が拠出額と等しい， ある

いは，それより大となることを意味するが，以後の各世代の積立率はどうな

るであろうか。 Cn+i:S:Oのとき，積立金がマイナスになることはないから，

実現するのはら+i=Oである。このとき，九+i=Cn+iWn+i(l+rn+川 )=0とな

るから， (3-9)より，

t-ρ肘 i
(3-22) C叶 i十1=c-1-. .... _1¥___ C一一一一一一一一

(l+g')wn十i+1 (1十g')Wn+i十1

可 1;721t1=c(1-kt)a(ffP))
ここで， (3-11)を考慮すると，

同ら+i+1=C{ペゴ(とt......(:yi(市)占的)}
となる。したがって， (3-23)の右辺の{ }ミOに応じてら+i+l至。となる。

ところで，

げ) 積立率は減少してきているのだから次式が成立する。

1
i
 
>
 
ゆ

¥
i
l
I
J
 

s--ト-ed 
，，1
1
1
1
 

江
丙

/1+g1EE ??  

(ロ) (~'， b~) は近似的vcU等しい，すなわち，人口成長率の下落の程度¥ 1 + g ) ''''，JLL J~ I-I~''- ... .'-

が小さい，ないしは，資本分配率が小さいと仮定する。

付 当初の steady-state が動学的非有効でないと仮定すれば，九三三g>g'

1ムグ
であるから，一一-4>1となる

よ+g お

このとき明らかに (3-23)の右辺で{ }くOであるから，Cn刊十1くOとなり，

実現する積立率は Cn+i+l=0である。以下同様にして，上記の(ロ)，付が成立

するならば，以後の各世代の実現する積立率もゼロになる。すなわち，n+i 

期以降の貯蓄率は，この経済で、の最小値で、ある Sm=σ(l-c)(l-a)となり，
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変化しなし、。これは次のことを意味する。 rn+i-1期までは ρだけの年金

給付を行ないさらに拠出分から積立てを行なうだけの余裕があった。ところ

が n+i期には，拠出分を全て年金給付に充当しても給付額 ρをちょうど

まかなえる (Cn+i=O)か， あるいは，不足し (Cn+i<O)，さらに n+i+1期

以降は給付 ρをまかなうことができない (C肘井1く0，Cn仔刊<0，……)oJし

たがって，給付額 ρを維持するという本節の目標は，前述(ロ)，付が成立す

るとき，将来のある時点から達成できなくなる。最後に，各世代が実際に受

給できる年金額を調べる。

これまでの議論から，明らかに n+i-2世代までは給付額 ρの年金を受

給できるo n十i-1世代については，Cn十i=Oのとき受給年金額は ρである

が，Cn+iくOのとき ρより小さし、o n+J世代が実際に受給できる一人当た

り年金額を町村(=[n+j世代の積立金元利合計コ十[n+j+1世代の賦課負

担コ)とすれば，各世代について，

!一=πn+i-3=πn+i-2=ρ

(3-24) j Cnti= 0のとき π肘 i-l=ρ

I Cnti<Oのとき πn+i-1<ρ 
ここで、，

n+i-1世代の積立金元利合計総額=Cnri-lWn十i-1(1+ r n+i)Lnti-1 
=ρn ti-1Lnt i-1 

n+i世代の賦課負担総額=C叫 +iLn十i

であるから次式が成立する。

(3-25)πn+i-1 = CWnti(l + g') +ρ肘 i-l

さて n+i世代は積立金がゼロ，すなわち，九ti=Oだから，

(3-26)πn+i=Cωn+i十1(1+g') 

以後の各世代については，同様に積立金がゼロであるから，

(3-27) 町叩=C叫 titi+1(1 + g') =c(l + g')(lーα)Ak:+什j+1

(j=0， 1， 2，……) 

ところで，n+i期以降について，この経済の貯蓄率は Smで一定である。し

たがって，n+i+1期以降の経済の成長径路は，kn+iを初期条件として
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同 )kt= (品)勺+i(品)己r-
(t=n十i+1，……)

一 /smA¥l-a 
で表わされ， k=limkt=(/~":，) がやがて到達すべき(ら， g') で規定さ

t→∞¥l+g') 

れる steady-stateでの資本一労働比率である。いま，

(3羽)ι出 =(idL1ha-1
kn+ i ¥1十g，)'un+i

= ( (?) 
ι ( と)(Si~J"""(ωミ計びfr)yyγγa副「川勺t円同-3可3(ミr)yyγγa'-山イz戸凶-叫2

=ベ{(仔2わr
山 2+...+刊a〆戸戸勺i伊円-2吋21(2££討tと訪}.....(ωοすai戸勺i伊円-2}勺立子♂r〆

i 

={ (三)(主)"-.....(ま)日)14(tgi

と書ける。ここで，Si=らであり， (3-17)および (3-23)についうとの仮定か
王土互γ=1と見なしてよいから，kn+i>kn+i+lが成立つ。同様にして，l+g') 

任意の j(二三0)について丸+iり>ん+i+jt1が成立ち，時間の経過と共に hが

小さくなることがわかる。したがって， (3-24) と共に，

(3-30) ρ二三丸+i-l>町村>……>πntiり>・・

が成立し，(Sm， g') の steady-stateでは，k ~こ対応する賃金率をおとすれ

ば，

(3-31) lim '!rt=cw(l + g')くρ

かくして，n十i-1世代以降の各世代が実際に受給できる年金額は時間の経

過と共に減少し，cW(l+g')に接近する。これは，年金給付の拠出に対する

利回りが人口成長率と等しいことを意味し，サムエルソン (P.Samuelson) 

(文献ロコ)の生物学的利子率 (BiologicalInterest Rate)に対応する。

本節の議論を要約すると以下のようになる。人口成長率の下落の程度が小

さい，ないしは，資本分配率が小さいと，人口成長率下落によって積立率の
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低下がひきおこされる。九二三g>g' の仮定を加えると，やがて，給付額 ρ

を維持できなくなる。経済は steady-stateに到達するが，そこでの年金額は

ρより小さL、。

む す び

人口成長率の低下が基本年金制度に与える影響について，これまでの議論

で明らかになったことは次のとおりである。財政方式を固守すると，人口成

長率の下落の程度によっては，基礎所得の保障という目的を達成できない場

合がある。基礎所得の保障を重視すれば，究極的には，その目的を達成でき

なくなる場合がある。

したがって， これらの場合には， 何らかの手段によって，給付額を ρに

維持する必要が生じる。制度当局が直接コントロールできるのは拠出率であ

る。例えば，第3節で実際に受給できる年金額 πが ρよりも小さくなって

しまう場合，拠出率 C を引き上げることによって，当局は πをρに等しく

維持することができるであろう。しかし，このときは，人口成長率低下によ

って生じる負担が n+i世代以降に集中することになる。本来，年金制度は

世代聞の信頼関係に基づくものであること，また，人口成長率の下落から p

を維持できなくなるまでにタイム・ラグがあること，を考えると，できるだ

け早い時期から段階的に拠出率を引き上げることによって，人口成長率下落

によって生じる ρ維持のための負担をより多くの世代に分散させることが

可能であり，また必要であろう。

本稿で人口成長率と呼んでいるのは，労働力増加率に他ならなし、。モテVレ

のフレーム・ワークを超えることになるが，現実経済との関連で言えば，女

性，老齢者を労働力として活用する，あるいは，それらの労働供給を増加さ

せることが考えられる。それによって，人口成長率下落のインパクトを相殺

してしまうことカLで、きょう。

y 
最後に， (1)基本年金額 ρが Z と共に変動するケース， (2)人口成長

率が逓減するケース， (3)老年世代の労働供給を考慮に入れたケースなどの
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分析がこれからの課題として残されていることが指摘される。

1)文献 [5]，7~8 ベージを見よ。

ki ./ 1-2a .， /.~ _ Wi Yμ-a) 
2) (1十れ)Ki<叫んより長<τ二亙ーを侍る。一方， E=-E7-=(1-a)Ahf-1だ

ki 1 
から，Wi 江ヲEK:-aを得る。したがって，両者より，kiく{(1-2a)A}

1-a
が導

かれる。
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